２　大阪府の小・中学校及び高等学校における障がい理解教育への取組み　
○　大阪府内の市町村立小・中学校における障がい理解教育への取組み

・大阪府では「ともに学び、ともに育つ」教育を基本とし、障がいのある子どもと周りの子どもたちが、集団の中で一人ひとりを尊重し、ちがいを認め合いながら、自尊感情を高め、互いを大切にする態度を育むとともに、地域社会の一員として人や社会とつながり、支えあいながら、生き生きと活躍できる共生社会の実現をめざすよう、障がいへの理解を深める取組みの充実に努めている。

・そのため、府教育委員会が作成した冊子「精神障がいについての理解を深めるために」（H20.５改訂）、「福祉教育指導資料『ぬくもり』」（H22.３改訂）、「『ともに学び、ともに育つ』支援教育のさらなる充実のために」（H25.３改訂）の配付・ホームページへの掲載を行い、授業や校内研修等において一層の活用を促している。また、平成25・26年度に実施した「通常の学級における発達障がい等支援事業」の取組みの成果をまとめ、ホームページに掲載したり、研修会等で周知したりするなど普及を図っている。

・毎年、市町村教育委員会指導主事及び小・中・高等学校等教職員を対象にした障がい理解教育研修会を実施しており、令和５年度は、教職員の障がいに対する理解や認識を深め、誰もが相互に人格と個性を尊重しあう「共生社会」の実現に向けて、「障がい理解教育　こころの健康について考えよう」をテーマに、オンデマンド開催で実施した。
（市町村教育室小中学校課）

○　大阪府立高等学校における障がい理解教育への取組み
・社会生活の中で人々が共に支え合い、一人ひとりが生きる喜びを味わうことができるよう、他人を思いやる心や社会に貢献する意義の認識、実践する態度を養うことが大切である。そのために、幅広い経験や能力を持った社会人を招聘するなど、開かれた学校づくりを進めるとともに、豊かな人権意識や福祉マインドに基づく障がい理解教育の取組みを行っている。
・高等学校における、障がいのある生徒への指導・支援の充実に向けて、「『ともに学び、ともに育つ』支援教育のさらなる充実のために」（H25.３）、「医療的ケアが必要な生徒への配慮事項等」(R３.４)、「通級による指導を始める高等学校教員のためのガイドブック」（R３.12）等を作成・配付し、教職員の障がいに対する理解を進めるとともに、生徒一人ひとりの状況に応じた教育環境の整備や指導の充実に努めている。また、高等学校で学ぶ発達障がいのある生徒への指導・支援の充実に向け、「高校で学ぶ発達障がいのある生徒のための　明日からの支援に向けて」（H24.８）、「高校で学ぶ発達障がいのある生徒のための　共感からはじまる「わかる」授業づくり」（H24.８）、「高校で学ぶ発達障がいのある生徒のための　社会参加をみすえた自己理解　～『よさ』を活かす指導・支援～」（R２.９）の３冊の書籍を刊行した。

・平成26年度より全ての府立高等学校で、「高校生活支援カード」を実施し、全ての入学者について障がいをはじめとする個々の状況や教育的ニーズを共感的に把握する取組みを行い、多角的な支援を行っている。
・高等学校で学ぶ障がい等により配慮を要する生徒の教育的ニーズに応じた指導・支援の充実に向け、「高等学校における支援教育推進フォーラム」を開催し、学校における優れた取組みを発信し共有することにより、生徒の社会的自立や社会参加をみすえた取組みの推進を図っている。令和５年度は、「発達障がいのある生徒の困りへの気づきと校内支援体制」をテーマとした講演と、府立高校による実践発表を行った。
　（教育振興室高等学校課・高校改革課）
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